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3． ASEAN と中国：最も成功した事例 
4． ASEAN とインド： 共有と面倒見の良い共同体 
5． ASEAN と日本：ASEAN 規範と西洋規範の狭間 





ASEAN（Association of Southeast Asian Nations、東南アジア諸国連合、以下は
ASEAN とする。）は、第三世界の中で一番成功している地域主義組織であるといわれてい
る。本研究は ASEAN の成果は内的成果（internal achievements）と外的成果（external 
achievements）で構成されていることについて述べる。内的成果とは ASEAN が成立から






























norms の伝播と受容、大国からの ASEAN norms への挑戦、そして ASEAN norms の
再定義である。第二部では ASEAN norms の定義、内容、出現そして発展などの分析を
















システムを利用し、徐々に ASEAN norms をインドに受容させたのである。特に、ミャ
ンマー問題に対して、インドは ASEAN の立場を理解することになった。 
第五章では、ASEAN と日本との関係を分析した。ASEAN と日本の関係は一番長く、
しかもお互いに敏感な問題を抱えていない。日本は ASEAN norms への理解もほかの国
より深かったが、日本は ARF などで ASEAN norms への challenge（異議/疑念/拒否/説
明要求）も見られた。しかし、日本の challenge は限定的且つソフトであり、特に日本の
「人間の安全保障」は ASEAN にとって受け入れられる challenge であった。 
第六章では、ASEAN と米国との関係を事例として分析した。ASEAN にとって、米国
は「良性の大国」であり、米国のアジア地域に対する継続的な存在を望んでいる。本章で
は主にミャンマー問題と東チモール問題を事例に、米国の ASEAN norms への challenge
を観察した。ミャンマー問題において、米国の強力的な challenge は逆効果を招いた。結
局、米国は ASEAN norms の soft norms を取り入れた。ASEAN はトラック・ツーの
枠組みを存分に活用し、米国の ASEAN 多国間主義枠組みへの不満、警戒を和らげたので
ある。同時に、米国の ASEAN ｎorms への challenge は逆に ASEAN の自己反省にも繋
がり、ASEAN が自身の norms に対する見直しが始まった。 
第七章では、本研究の結論と東アジア地域主義への展望を展開した。 
事例研究から生み出す結論は ASEAN の対外関係が ASEAN norms を積極的にアジア・
太平洋地域の大国へ伝播し、受容させ、そして大国からの challenge に抵抗し、或いは吸
収し、ASEAN norms を堅持すると共に自己反省し、norms innovation をする過程でも


















本研究で明らかになったのは四つの大国が違う程度で ASEAN norms を受容したこ
とである。しかし、同時に ASEAN norms への challenge でもあった。米国はもっ
とも顕著に ASEAN norms に challenge し、日本もある程度 challenge した。結局、







国中心の欧米流の norms からの challenge も顕著になっている。この ASEAN norms を
革新する必要があり、日本は地理的、そしてもっと重要なのは知的には中心に位置してお
り、日本の役割は非常に期待される。 
本論考はいろいろな概念の把握は必ず十分とは言えない。例えば norms, values, 
principles の区別は何か。Bilateral framework と multilateral framework の厳密な区別
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